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 本論では、文学研究の方法と映像研究の方法によってアニメーションを分析し、アニメ
ーションを「読む」ということを試みた。 
 第一章では、アニメーション作品の具体的な分析に入る前提として、アニメーションの
制作過程の調査、考察を行った。ここでは、アニメーション制作の現状、そして、日本の
アニメーションを賞賛する「ジャパニメーション」という言葉に隠蔽されてきた〈新〉植
民地主義についての考察を行った。 
 第二章では、日本の初期アニメーションの分析を行った。『煙突屋ペロー』『海の神兵』
の考察から、一九三〇年代にすでにアマチュアの手によって批評性のある優れたアニメー
ションが制作されていたこと、そのメッセージ性の高さから、プロパガンダ映画として利
用されていた経緯を明らかとした。また、そのようにしてアニメーションに込められた海
外への欲望が、現在のアニメーションにも受け継がれ続けている側面を明らかにした。 
 第三章では、泉鏡花「天守物語」、宮沢賢治「銀河鉄道の夜」を取り上げ、文学とアニ
メーションの比較考察を行った。戯曲と実写映画、アニメーション、小説とアニメーショ
ンの比較考察を通して、文学がそれぞれのメディアでどのように受容されているかを明ら
かにし、文字テクストと映像テクストの影響関係、「想像力」の伝播の様相に迫った。 
 第四章では、押井守のアニメーション作品『イノセンス』、『立喰師列伝』の分析を行
った。そこでは、手描きのアニメーションにおけるデジタル技術の利用、２ D と３ D の
融合とズレの問題について、また、実写とアニメーションの融合の問題について明らかに
した。 
 第五章では、映画『ロスト・ハイウェイ』に影響を受けた森博嗣の小説「スカイ・クロ
ラ」シリーズと押井守のアニメ版『スカイ・クロラ』の分析を行い、映画から小説、小説
からアニメーションへという「想像力」の伝播について分析をした。 
 これらの分析を通してあきらかとなったことは、文字テクストである小説と映像テクス
トであるアニメーションの間の「想像力」の往還、そして、そのようにして表現されたア
ニメーションには、我々観客が想像し得なかったものを想像させる「時間イメージ」が出
現しているということであった。 
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This paper uses literary criticism and visual research methods to analyze 
works of animation and thus “read” them. 
 In Chapter 1, I examine the production process of animation and consider 
the current status of animation production and the neo-colonialism concealed behind 
the praise for “Japanimation.”  
 In Chapter 2, I analyze Japan’s early animation. Through an examination of 
“Entotsuya Pero” (Pero the Chimney Sweep) and “Umi no Shinpei” (Divine Sea 
Warriors), I show how the message power of animation was used for propaganda 
films. I also make it clear that the yearning towards overseas which was embodied in 
the animation of the time is the direct ancestor of similar tendencies in the animation 
of today. 
 In Chapter 3, I contrast literature and animation through a study of Izumi 
Kyoka’s “Tenshu Monogatari” (The Dark Tower) and Miyazawa Kenji’s “Ginga 
Tetsudo no Yoru” (Night of the Milky Way Railway). Through comparisons, I show 
the influence mutually exerted by literary texts and visual texts.  
 In Chapter 4, I analyze Oshii Mamoru’s “Innocence” and “Tachiguishi- 
Retsuden” (Amazing Lives of the Fast Food Grifters). Here I consider the use of 
digital technology in hand-drawn animation, the merging and discontinuities of 2D 
and 3D, and the merging of live-action and animation. 
 In Chapter 5, I analyze Mori Hiroshi’s “The Sky Crawlers” series of novels 
and Oshii Mamoru’s movie “The Sky Crawlers.” Through these works I consider the 
transmission of imagination from movie to novel and from novel to animation. 
 What becomes clear through these analyses is that animation based on 
novels contains not only the story but the process of solving the problem of the 
narrator and expressing it visually. Animation thus expressed creates an “image in 
time” which allows us, the watchers, to imagine what we were not able to before. 
 
